
POWER

ワイヤレス混合分配器

取扱説明書

品番　WX-DD110

工事説明付き

このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
⿠⿠この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。特に「安全上のご注意」（4〜
6ページ）は、ご使用前に必ずお読みいただき、安全にお使いください。お読みになったあとは、
保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。
⿠⿠保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店からお受け取りください。

保証書別添付
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はじめに

取扱説明書（本書）........................................................1冊
保証書.............................................................................1式
ACケーブル...................................................................1本

ラック取付用ねじ（M5×12）....................................4個
ゴム足.............................................................................5個

付属品をご確認ください

商品概要

本書では、以下の記号を用いて説明しています。

memo

重要 	：該当する機能を使用するにあたり、制限事項や注意事項が書かれています。
memo

重要

	：使用上のヒントが書かれています。

記号について

免責について

⿟⿟WX-DD110（以下、本機）は、1.2 GHz帯対応のダウンコンバーター方式のアンテナ用混合分配器です。アン
テナをA系・B系の2系統に接続し、ダイバシティ方式のデジタルワイヤレス受信機（WX-DR120：別売品）と
接続します。

⿟⿟本機１台でアンテナを4本まで接続でき、ワイヤレス受信機を最大4台まで接続することができます。

⿟⿟アンテナへの電源供給状態を、前面パネルの表示灯で確認できます。

⿟⿟ダウンコンバーター方式のアンテナ（WX‑DA110：別売品）を使用すれば、受信感度設定によりアンテナの受
信感度をリモート制御することができます。

注：本書に掲載している別売品の品番は、2014年3月現在のものです。

⿟⿟弊社はいかなる場合も以下に関して一切の責任を負わないものとします。
　①�本商品に関連して直接または間接に発生した、偶発的、特殊、または結果的損害・被害
　②�お客様の誤使用、不注意による障害または本商品の損傷などの不便・損害・被害
　③�お客様による本商品の分解、修理または改造が行われた場合、それに起因するかどうかにかかわらず発生した

一切の故障または不具合
　④�本商品の故障・不具合および設定・設置の誤りを含む何らかの理由または原因により、運用ができないことで

被る不便・損害・被害
　⑤�第三者の機器等と組み合わせたシステムによる不具合、あるいはその結果被る不便・損害・被害
　⑥�第三者の機器から発せられる電波により、本商品が使用できないまたは使用できないことによる不便・損害・

被害
　⑦�故意または偶然の結果、通話内容が第三者に傍受・漏えいすることによる不便・損害・被害
　　　�本商品の無線通話はデジタル方式を採用しておりますが、故意または偶然の結果、第三者が傍受し、通話内

容を知り得ることがあります。

⿟⿟最新の取扱説明書の入手は、パナソニック法人向けサイトのプロダクトサーチ（http://solcl.panasonic.biz/
pc/）をご確認ください。

は
じ
め
に
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安全上のご注意 必ずお守りください

工事には技術と経験が
必要です。火災、感電、
けが、器物損壊の原因
になります。

⿟⿟必ず販売店にご依頼ください。

異物を入れない
水や金属が内部にはい
ると、火災や感電の原
因になります。

⿟⿟ただちに電源プラグを抜いて、⿠
販売店にご連絡ください。

機器の上に水などの入っ
た容器を置かない

水などが中に入った場
合、火災や感電の原因
になります。

⿟⿟ただちに電源プラグを抜いて、
販売店にご連絡ください。

異常があるときは、 
すぐ使用をやめる

煙が出る、臭いがするな
ど、そのまま使用すると
火災の原因になります。

⿟⿟ただちに電源プラグを抜いて、
販売店にご連絡ください。

ぬれた手で、電源プラグ
の抜き差しはしない

感電の原因になり
ます。

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して説明しています。

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。

工事は販売店に依頼する

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（次は図記号の例です）

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

コンセントや配線器具の
定格を超える使い方や、
交流 100 V 以外での 
使用はしない

たこ足配線などで、
定格を超えると、発
熱による火災の原因
になります。

分解しない、改造しない
火災や感電の原因に
なります。

⿟⿟修理や点検は、販売店にご連絡
ください。

電源プラグのほこりなど
は定期的にとる

プラグにほこりなどが
たまると、湿気などで
絶縁不良となり、火災
の原因になります。

⿟⿟電源プラグを抜き、乾いた布で
ふいてください。

電源プラグは根元まで 
確実に差し込む

差し込みが不完全で
すと、感電や発熱に
よる火災の原因にな
ります。

⿟⿟傷んだプラグ、ゆるんだコンセ
ントは使用しないでください。

警告

は
じ
め
に
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電源コード・電源プラグを破損するようなことはしない

傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因になり
ます。

⿟⿟コードやプラグの修理は販売店にご相談ください。

傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、無理に曲げたり、
ねじったり、引っ張ったり、重いものを載せたり、束ねたりしない（ ）

不安定な場所に置かない

落下によるけがの原因
になります。

湿気やほこりの多い場所
に設置しない

火災や感電、故障の
原因になります。

振動や強い衝撃を与えない

火災や感電、故障の
原因になります。

電源コードは、必ずプラ
グ本体を持って抜く

コードが傷つき、火
災や感電の原因にな
ります。

警告

注意

コネクターの抜き差しは
電源を切ってから行う

クリック音でスピー
カーが破損するおそ
れがあります。

は
じ
め
に
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安全上のご注意 必ずお守りください

表示について
⿟⿟本機の識別および電源、その他の表示については、
機器底面をご覧ください。

電源について
⿟⿟ご使用の電源は、AC100 V（50 Hz／60 Hz）で
す。ご使用後は、必ず電源スイッチをOFFにしてく
ださい。
⿟⿟電源スイッチをOFFにしても、電源からは遮断され
ません。（電源表示灯が消灯していても電源が遮断
されているとはかぎりません）⿠
電源を遮断する場合は、ACコンセントから本機の
電源プラグを抜くか、または電源制御ユニット使用
時は電源制御ユニットの電源を切ってください。

使用温度範囲は
⿟⿟−15 ℃〜＋50 ℃です。この温度範囲以外で使用
すると、内部の部品に悪影響を与えたり、誤動作の
原因となることがあります。
⿟⿟本機をパワーアンプなどの発熱する機器と一緒に
ラックに取り付けている場合は、ラック内の温度が
＋45 ℃を超えないように通風や換気をよくしてく
ださい。

お手入れは
⿟⿟電源を切り、乾いた布で拭いてください。
⿟⿟ベンジン、シンナーなど揮発性のものは使用しない
でください。
⿟⿟化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きにした
がってください。

本機は屋内専用です
⿟⿟水滴または水沫のかからない状態で使用してくださ
い。花瓶などの液体の入ったものを機器の上に置か
ないでください。
⿟⿟塩害や腐食性ガスが発生する場所で使用しないでく
ださい。

取り扱い上のお願い
は
じ
め
に
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各部の名前とはたらき（前面パネル）

①	ラックマウント用取付穴
本機をラックに取り付ける際に使用します。詳しくは、「ラックマウントのしかた」（10ページ）をお読みくだ
さい。

②	電源スイッチ［POWER］
本機の電源をON／OFFします。

③	電源表示灯
電源スイッチ②をONにすると緑色に点灯します。OFFのときは消灯しています。

④	ファンタム電源表示灯［PHANTOM　A1、A2、B1、B2］
各アンテナへの電源供給状態を表示します。
　緑色：正常に供給している状態
　赤色：異常供給状態
　　　　※�この場合、必ず電源プラグを抜き、お買い上げの販売店にご連絡ください。
　消灯：電源を供給していない状態（アンテナを接続していない場合も含む）

memo

重要
⿟⿟電源を切る手順は、必ず「パワーアンプの電源OFF」→「本機およびワイヤレス受信機の電源OFF」と
してください。逆順にすると、スピーカーからノイズが出る場合があります。
⿟⿟本機やワイヤレス受信機が複数台で構成されている場合も、同様の手順を守ってください。
⿟⿟運用中に本機やワイヤレス受信機の電源は切らないでください。受信中にシステムを構成しているうち
の1台でも電源を切ると、ノイズが発生したり受信できなくなったりします。

① ④ ①② ③ は
じ
め
に
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各部の名前とはたらき（背面パネル）

⑤	アンテナ入力コネクター［ANT INPUT 50 Ω　A1、A2、B1、B2］
アンテナからの同軸ケーブル（50 Ω）を接続します。また、本機を複数台使用して、受信信号を混合するとき
に使用します。⿠
※同軸ケーブルは50 Ωを推奨しますが、75 Ωでも使用できます。

⑥	ローカル入出力コネクター［LOCAL IN、THRU］
ワイヤレス受信機（WX‑DR120：別売品）と接続します。また、本機を増設するときに使用します。

⑦	アンテナ出力コネクター［ANT OUTPUT 50 Ω　A1、A2、A3、A4、B1、B2、B3、B4］
ワイヤレス受信機（WX‑DR120：別売品）と接続します。また、本機を複数台使用して、受信信号を混合させ
るときに使用します。

⑧	フィールド感度切替スイッチ［ANT GAIN SET FIELD（dB）］
アンテナで受信する感度を設定します。A系・B系の両方が同じ設定になります（12～14ページ）。

⑨	アンテナ感度切替スイッチ［ANT GAIN SET ANT（dB）A1、A2、B1、B2］
A系・B系アンテナごとのアンテナ感度を設定します（12～14ページ）。

⑩	リモート制御ON／OFFスイッチ［ON、OFF］
本機にワイヤレスアンテナ（WX‑DA110：別売品）を接続し、フィールド感度切替スイッチ⑧と、アンテナ感
度切替スイッチ⑨で感度を切り替える場合にONにします（12～14ページ）。

⑪	ACインレット［AC IN］
AC100 V（50 Hz／60 Hz）を入力します。

⑫	ACケーブルストッパー
ACケーブルが容易に抜けないように固定します。

memo

重要
⿟⿟設定については、「受信感度を設定する」（12〜14ページ）をお読みください。
⿟⿟接続については、ワイヤレス受信機（WX-DR120：別売品）の取扱説明書をお読みください。

⑤ ⑥ ⑧ ⑨⑦ ⑩ ⑪ ⑫

は
じ
め
に
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設置を始める前に

工事は必ず販売店に依頼してください
工事を行う前に、「安全上のご注意」（4〜6ページ）を
よく読んでその指示にしたがってください。接続する
機器の取扱説明書もあわせてお読みください。

�工事は電源を入れないで行ってください
工事は、本機の電源プラグをコンセントから抜いて行っ
てください。また本機に接続されているミキ⿠
サーやアンプなどの電源も切ってから行ってください。
接続時にスピーカーから大きなノイズが出て、機器の
破損につながります。

以下の場所には設置しないでください
①直射日光の当たる場所⿠
②振動の多い場所や衝撃が加わる場所
③�スピーカーやテレビ、磁石など、強い磁力を発生す
るものの近く

④�結露しやすい場所、温度差の激しい場所、水気（湿気）
の多い場所

⑤厨房など蒸気や油分の多い場所
⑥傾斜のある場所
⑦塩害や腐食性ガスが発生する場所

雑音源を避けてください
電灯線などの雑音源に同軸ケーブルや電源ケーブル、マ
イクケーブルを近づけると、音声信号にノイズが発生す
る場合があります。その場合は雑音源からできるだけ離
すように配線するか、本機の位置を変えてください。

横置き（水平）に設置してください
縦置きや傾けて設置しないでください。故障の原因と
なります。

ラックに取り付けるときは
⿟⿟本機をラックに取り付ける場合は、必ずEIA規格相当
のラック（奥行き450 mm以上）をご使用ください。
⿟⿟ラック内の温度が＋45 ℃を超えないようにしてく
ださい。内部の部品に悪影響を与え、故障の原因と
なります。
⿟⿟本機は、できるだけラック下側に取り付けてください。

アンテナは
⿟⿟アンテナはダイバシティ方式で受信可能なように必
ずＡ系・Ｂ系各１本以上で計2本以上、偶数本で使用
してください。
⿟⿟確実に受信するために、アンテナはワイヤレスマイ
クから直視できる位置に設置してください。アンテ
ナ付近に障害物があると、到達距離が短くなること
があります。ダイバシティ受信でのアンテナ同士の
間隔は、受信機、混合分配器の受信感度設定により
異なります。詳しくは、ワイヤレス受信機
（WX‑DR120：別売品）の取扱説明書をお読みくだ
さい。

近くの妨害電波について
近くに別のワイヤレスシステムや、高周波を使う機器
がないことを確認してください。やむをえず妨害電波
の近くで使用する場合は、周波数が重複しないように
チャンネルプランを策定するか、またはワイヤレスマ
イクとアンテナの距離（到達距離）を短くしてご使用
ください（到達距離は雑音源の大きさにより左右され
ます）。また、テレビ局や携帯電話基地局などから強い
電波が出ている場合にも、到達距離が短くなることが
あります。到達距離については、「受信感度設定の目安」
（13ページ）をお読みください。

電源について
⿟⿟本機は、コンセントや電源制御ユニットに容易に手
が届く場所に設置してください。
⿟⿟必ず保護接地された主電源コンセントに接続してく
ださい。

接続について
⿟⿟本機に接続するワイヤレスアンテナは、WX‑DA110
です。ワイヤレス受信機は、WX‑DR120です。（す
べて別売品）
⿟⿟本機とアンテナを接続する同軸ケーブルは、50 Ωの
ものを推奨しています。推奨品番については、「受信
感度設定の目安」（13ページ）をお読みください。
⿟⿟同軸ケーブルとコネクターの処理は、確実に行って
ください。不完全な場合は、感度の低下や外来ノイ
ズによる妨害が起こります。詳細はワイヤレス受信
機（WX‑DR120：別売品）の取扱説明書をお読み
ください。

設置上のご注意

設
置
・
設
定
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本機をEIA規格相当のラックに取り付けることができます。

①	M5×12（付属）のねじでEIAラックに取り付けます。
取付ねじはゆるまないようにしっかりと締めつけてく
ださい。⿠
ねじ締付トルク　2.0 N･m～2.4 N･m ⿠
[20.5 kgf･cm～24.5 kgf･cm]

⿟⿟ラックに収納しトラックなどで輸送する場合、振動
衝撃を受け本機を破損する恐れがあります。補強対
策としては、輸送用補強アングル（現地製作）で⿠
ラック本体に固定して輸送してください。
⿟⿟補強アングルは鉄板（板厚2 mm以上）を使用して
ください。
⿟⿟アングル固定用のねじが必要です。
例1：ラック側面に取り付ける場合
例2：ラック底面に取り付ける場合
例3：ラック後面に取り付ける場合

ラックマウントのしかた

memo

重要
⿟⿟ラック内の温度は、＋45 ℃を超えないようにしてください。
⿟⿟ラック取り付け時は、パワーアンプなどの発熱する機器よりも本機を下側に、1U以上の間隔を開けて⿠
取り付けてください。

EIAラック

ねじ
M5×12（黒）付属

例3

例2

例1

例1
例2

例3

設
置
・
設
定
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●本機の後面取付穴位置寸法図

5.8

23
.1

10
.8

5.2 5.8

23
.1

10
.8

5.2

［単位：mm］

●ACケーブルの固定のしかた
①	ACケーブルを本体に差し込む。
②	ACケーブルストッパーで、ACケーブルを固定します。

ACケーブルストッパー

●据え置きする場合
付属のゴム足を本機底面に取り付けます。
⿟⿟収納棚、または壁や天井などの付近に設置する場合は、⿠
必ずゴム足を取り付け、本機の側面から5 cm以上離し、
その他周囲からは10 cm以上離して設置してください。

底面

設
置
・
設
定
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受信感度を設定する
本機背面のフィールド感度切替スイッチ［ANT GAIN SET 
FIELD (dB)］とアンテナ感度切替スイッチ［ANT GAIN SET 
ANT (dB)］を設定することにより、アンテナの受信感度をリ
モート制御することができます。受信感度は、ワイヤレスマイ
クシステムを使用する場所と、アンテナから本機またはアンテ
ナからワイヤレス受信機（WX‑DR120：別売品）までの同軸
ケーブルの長さにより設定する必要があります。

受信感度を必要以上に高く設定すると、別のワイヤレスシステ
ムや雑音源からのノイズの混信や、複数のワイヤレスマイクの
使用による混信の原因となります。以下の表を設定の目安とし
てお使いいただき、音切れする場合は受信感度を高くするよう
に調整してください。また、受信感度には他にも様々な要因が
影響します。必ず動作確認を行って適正な状態に設定してくだ
さい。

memo

重要
⿟⿟接続については、ワイヤレス受信機（WX-DR120：別売品）の取扱説明書をお読みください。
⿟⿟アンテナの受信感度のリモート制御は、本機またはワイヤレス受信機（WX‑DR120）に直接接続した
ワイヤレスアンテナ（WX‑DA110）に対して有効となります。（ワイヤレスアンテナのアッテネーター
スイッチで設定した値は独立して有効になります） その際、リモート制御ON／OFFスイッチは必ず
［ON］にしてください。
⿟⿟本機と接続するアンテナが上記以外の場合は、アンテナの受信感度のリモート制御はできません。
⿟⿟設置環境やシステム構成により、リモート制御の信号がノイズとなることがあります。その場合は、⿠
リモート制御ON／OFFスイッチは［OFF］にしてください。
⿟⿟アンテナを直接接続しない本機のフィールド感度切替スイッチ、アンテナ感度切替スイッチはすべて
［0］ dBの位置に、リモート制御ON／OFFスイッチは［OFF］に設定してください。

本機背面

フィールド感度 
切替スイッチ 

（工場出荷時：［0］dB）

 リモート制御ON／OFF
 スイッチ
（工場出荷時：［OFF］）

アンテナ感度切替スイッチ
（工場出荷時：すべて［0］dB）

設
置
・
設
定
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本機背面

フィールド感度 
切替スイッチ 

（工場出荷時：［0］dB）

 リモート制御ON／OFF
 スイッチ
（工場出荷時：［OFF］）

アンテナ感度切替スイッチ
（工場出荷時：すべて［0］dB）

●�受信感度設定の目安

ケーブル長※1
同軸ケーブル⿠

推奨品番（外径）
＊印は75 Ω

使用場所（参考） アリーナ ホール スタジオ 会議室 宴会場

到達距離※2
最大 90 m 30 m 20 m 15 m 15 m～ ～ ～ ～ ～ ～

最小 10 m 3 m 2 m 2 m 2 m

60 m以内 5D-2V
（φ7.3 mm）

［FIELD(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −8 dB −8 dB
［ANT(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −8 dB −8 dB

85 m以内 5D-FB
（φ7.6 mm）

［FIELD(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −8 dB −8 dB
［ANT(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −8 dB −8 dB

135 m以内 8D-FB
（φ11.0 mm）

［FIELD(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −8 dB −8 dB
［ANT(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −8 dB −8 dB

160 m以内 8D-SFA
（φ11.1 mm）

［FIELD(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −8 dB −8 dB
［ANT(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −4 dB −4 dB

200 m以内 10D-SFA
（φ13.0 mm）

［FIELD(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −8 dB −8 dB
［ANT(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −4 dB −4 dB

240 m以内 12D-SFA
（φ15.6 mm）

［FIELD(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −8 dB −8 dB
［ANT(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −4 dB −4 dB

50 m以内 5C-2V*
（φ7.4 mm）

［FIELD(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −8 dB −8 dB
［ANT(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −8 dB −8 dB

95 m以内 7C-FB*
（φ10.3 mm）

［FIELD(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −8 dB −8 dB
［ANT(dB)］スイッチ 0 dB −4 dB −4 dB −8 dB −8 dB

※1	� 同軸ケーブルを中継する場合は、中継による通過損失のため、ケーブル長が表中の値より、1中継あたり10 ％
短くなります。

※2	� 到達距離は、ワイヤレスマイク（WX-DT110、WX-DT120）において送信出力を「10 mW」に設定した
ときの目安です。ワイヤレスマイク（WX-DT130）では、人体に密着するため、到達距離が半分になる場合
があります。その際には、送信出力を上げる、本機のアンテナ感度設定（フィールド設定）を上げるなどで対
応してください。

設
置
・
設
定
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1 「受信感度設定の目安」を元に、背面のフィー
ルド感度切替スイッチ、アンテナ感度切替ス
イッチを、それぞれ［−4］dBに設定する。
また、リモート制御ON／OFFスイッチを

［ON］に設定し、音声を確認する

2 音切れする場合、アンテナ感度切替スイッチ
を、すべて1つ上げて、音声を確認する

●音切れする場合の調整のしかた
動作確認で音声が途切れてしまった場合は、まずアンテナ感度切替スイッチをA系B系とも1つ上げ、音声を確認し
ます。アンテナ感度切替スイッチを［0］dBまで上げても音切れが解消しない場合は、フィールド感度切替スイッ
チを1つ上げて、アンテナ感度切替スイッチは、［−8］dB（最小の位置）の設定から確認します。
以下の手順の図は、使用する同軸ケーブルの長さが60 m以内（5D-2V）、必要な到達距離が20 mで、「受信感度
設定の目安」（13ページ）の表で使用場所がスタジオの場合を例としています。実際の調整は、使用場所と使用す
るケーブルに合わせて行ってください。

3 音切れが解消しない場合、フィールド感度切
替スイッチを1つ上げ、アンテナ感度切替ス
イッチをすべて最小の位置に設定して、音声
を確認する

4 音切れが解消しない場合、アンテナ感度切替
スイッチをすべて1つ上げて、音声を確認 
する

memo

重要

⿟⿟感度切替スイッチがすべて［0］dBに設定されるまで、上記の手順を繰り返して調整することができますが、
その場合、受信感度は最大となり、混信も発生しやすくなります。ご注意ください。音切れが解消しない
場合は、アンテナの設置場所や設置方法、アンテナの［ATT］スイッチの設定、ワイヤレスマイクの送
信出力レベルの設定なども確認してください。
⿟⿟本機やワイヤレス受信機（WX-DR120）が複数台ある場合、直接アンテナを接続した機器の設定が有
効となります。

フィールド感度
切替スイッチ

アンテナ感度
切替スイッチ

リモート制御
ON／OFFスイッチ

［0］dBに設定

［－8］dBに設定

［0］dBに設定

［－4］dBに設定

受信感度を設定する

設
置
・
設
定
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故障かな!?
修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。
ワイヤレス受信機（WX-DR120）の取扱説明書もあわせてお読みください。
これらの処置をしても直らないときや、この表以外の症状のときは、お買い上げの販売店にご相談ください。

症　　状 	 原　因　・　対　策	 参照ページ

―

ファンタム電源表示灯が
赤色に点灯する

受信がまったく
できない

時々受信できなくなる、
またはノイズが発生する

音切れする

電源が入らない

⿟⿟電源プラグがACコンセントに確実に接続されています
か?
¨¨接続されているか、確認してください。

―
⿟⿟付属の電源コードが、本機に確実に差し込まれていま
すか?
¨¨差し込まれているか、確認してください。

―

⿟⿟ファンタム電源の異常供給状態を示しています。⿠
BNCコネクター処理部でショートしていませんか？
¨¨ BNCコネクター部を確認してください。異常がある⿠
場合は、電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店へ
ご連絡ください。

ファンタム電源表示灯が
消灯している

―

⿟⿟BNCコネクター処理部の接続不良や同軸ケーブルの⿠
断線はありませんか？
¨¨ BNCコネクター、同軸ケーブルを確認してください。⿠
（接続のない場合は消灯状態です）

7および
各機器の⿠
取扱説明書

⿟⿟システムの中に、電源がOFFになっている本機や⿠
ワイヤレス受信機がありませんか？
¨¨運用中は、システムのすべての機器の電源をONにして
ください。

混信する 12〜14
⿟⿟フィールド感度切替スイッチ、アンテナ感度切替⿠
スイッチの設定を間違えていませんか？
¨¨設定を確認してください。

9
⿟⿟近くにノイズ源となる機器がありませんか？
¨¨ワイヤレス機器および同軸ケーブルから遠ざけてくだ
さい。

ワイヤレス⿠
受信機の⿠
取扱説明書

⿟⿟アンテナが直接接続されている本機のローカル入出力
コネクターは、正しく接続されていますか？
¨¨接続を確認してください。

12〜14
⿟⿟フィールド感度切替スイッチ、アンテナ感度切替⿠
スイッチの設定を間違えていませんか？
¨¨設定を確認してください。

そ
の
他
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電源コード・コネクター・電源プラグは、ときどき点検してください。

電源コードの被ふくが 
傷んでいる

使用中、電源コード・ 
コネクター・電源プラグ
の一部が熱い

使用中、電源コードを 
曲げたり伸ばしたりする
と、温かくなったり、 
ぬるくなったりする

⿟⿟電源コード・コネクター・電源プラグが傷んでいます。⿠
そのままの状態で使い続けると、感電や火災の原因になります。⿠
直ちに電源プラグを抜いて、お買い上げの販売店に修理を依頼してくだ
さい。

症　　状 原　因　・　対　策

故障かな!?

そ
の
他
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仕様
●基本仕様

電源 AC 100 V　50 Hz／60 Hz
消費電力 20 W
使用温度範囲 −15 ℃〜＋50 ℃
寸法 幅 480 mm　高さ 44 mm（ゴム足含まず）　奥行き 350 mm（突起部含まず）
質量 約4.0 kg
仕上げ 前面パネル：黒色アルマイトヘアライン（マンセルN1近似色）

本体　　　：黒色塗装（マンセルN1近似色）

●高周波部

混合分配性能 A系･B系各2入力、A系･B系各4分配出力

通過周波数帯域

198 MHz ～ 219 MHz
・適合アンテナ	 ：	WX-DA110
・アンテナ入力周波数	：	�1240.150～1251.825 MHz　

1253.175～1259.850 MHz
通過利得 0 dB
アンテナ入力 50 Ω　A系･B系（BNCコネクター）

・ファンタム電源出力　12 V 150 ｍA（最大）／ローカル周波数　45 MHz帯
アンテナ出力 50 Ω　A系･B系各4出力　BNCコネクター
ローカル入力 BNC（50 Ω）　−20 dBm　45 MHz帯
ローカルスルー出力 BNC（50 Ω）　−20 dBm　45 MHz帯
アンテナ制御方式 シリアルデータ制御
受信感度切替 フィールド感度：0 dB／−4 dB／−8 dB

アンテナ感度　：0 dB／−4 dB／−8 dB

そ
の
他
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保証とアフターサービス よくお読みください

使いかた・お手入れ・修理などは

■まず、お買い求め先へ ご相談ください

▼お買い上げの際に記入されると便利です

販売店名
電　話　　　　（　　　）　　　－　　　
お買い上げ日　　　　　年　　月　　日

修理を依頼されるときは
「故障かな!?」（15～16ページ）でご確認のあと、
直らないときは、まず電源プラグを抜いて、お買
い上げ日と右の内容をご連絡ください。

●製品名　　　ワイヤレス混合分配器

●品　番　　　WX-DD110

●故障の状況　できるだけ具体的に

●保証期間中は、保証書の規定に従って出張修理いたします。
保証期間：お買い上げ日から本体１年間

●保証期間終了後は、診断をして修理できる場合はご要望により修理させていただきます。
※修理料金は次の内容で構成されています。
　 技術料 　診断・修理・調整・点検などの費用
　 部品代 　部品および補助材料代
　 出張料 　技術者を派遣する費用

※補修用性能部品の保有期間　 7年

当社は、本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するための部品）を、製造打ち切り後7年保有しています。

アフターサービスについて、おわかりにならないとき
お買い上げの販売店または保証書表面に記載されています連絡先へお問い合わせください。

そ
の
他
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長期間使用に関するお願い

安全にお使いいただくために、販売店または施工業者による定期的な点検をお願いします。

本機を長年お使いの場合、外観上は異常がなくても、使用環境によっては部品が劣化している可能性があり、故障
したり、事故につながることもあります。
下記のような状態ではないか、日常的に確認してください。
特に10年を超えてお使いの場合は、定期的な点検回数を増やすとともに買い換えの検討をお願いします。
詳しくは、販売店または施工業者に相談してください。

このような状態ではありませんか？



直ちに使用を中止してください

⿟⿟煙が出たり、こげくさいにおいや異常な音が
する。
⿟⿟電源コード・電源プラグ・ACアダプターが
異常に熱い。または割れやキズがある。
⿟⿟製品に触るとビリビリと電気を感じる。
⿟⿟電源を入れても、音が出てこない。
⿟⿟その他の異常・故障がある。

故障や事故防止のため、電源を切り、必ず販売
店または施工業者に点検や撤去を依頼してくだ
さい。

そ
の
他
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Panasonic Corporation 2017

〒812-8531  福岡県福岡市博多区美野島四丁目1番62号

■使いかた・お手入れ・修理などは、まず、お買い求め先へご相談ください。

■その他ご不明な点は下記へご相談ください。

　パナソニック　システムお客様ご相談センター

【ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて】
パナソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人情報をご相談対応や修理対応などに利用させてい
ただき、ご相談内容は録音させていただきます。また、折り返し電話をさせていただくときのために発信番号を通
知いただいております。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由がある場合を除き、
第三者に開示・提供いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきました窓口にご連絡ください。

ホームページからのお問い合わせは　https://sec.panasonic.biz/solution/info/

ご使用の回線（IP電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れる場合があります。

本書の「保証とアフターサービス」もご覧ください。

受付：9時～17時30分（土・日・祝祭日は受付のみ）電話
※携帯電話・PHSからもご利用になれます。

PGQX1548XA

avx0214-20470

2D-53-0001800A

取扱説明書に記載されていない方法や、指定の部品を使用しない方法で施工されたことにより事故や損害
が生じたときには、当社では責任を負えません。また、その施工が原因で故障が生じた場合は、製品保証
の対象外となります。




